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１． 仮想デスクトップ接続ソフト（Vmware Horizon Client）のインストール 

InternetExplorer などのブラウザから以下の URL にアクセスする。 

https://hit19-vdi01.cc.it-hiroshima.ac.jp/ 

 

以下のページが表示されるので「Vmware Horizon Client のインストール」をクリックする。 

 

 

 

 

https://hit19-vdi01.cc.it-hiroshima.ac.jp/


以下のページが表示されるので、自身の環境に合ったものを選択し「Go to Downloads」をクリック。 

（Windows 環境の場合は、一番上を選ぶ） 

 

 

以下のページが表示されるので、「Download」をクリックする。 

 

 

 

 



ダウンロードしたファイルをダブルクリックすると、以下の画面が表示されるので「同意してイン

ストール」をクリックする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インストールが完了すると以下の画面が表示されるので「終了」をクリックする。 

 

 

終了をクリックするとパソコンの再起動を求められるので「今すぐ再起動」をクリックする。 

 

以上で仮想デスクトップ接続ソフトのインストールは完了。 



２． 仮想デスクトップへの接続 

インストールした仮想デスクトップソフト（Vmware Horizon Client）をダブルクリックで起動する。 

 
 

以下の画面が表示されるので、左上の「新規サーバ（N）」を選択し、次に表示された画面に 

「hit19-vdi01.cc.it-hiroshima.ac.jp」と入力し、「接続」をクリックする。 

 

 

ユーザ名とパスワードの入力をする画面が表示されるので、自身の HITNET アカウントのユーザ名

とパスワードを入力し、ログインをクリックする。 

 

 

ログインに成功すると以下の仮想デスクトップの入り口が複数表示されるので、用途にあったもの

を選択します。 

 

これで仮想デスクトップへの接続は完了。 



３． 仮想デスクトップの終了手順 

仮想デスクトップを終了するには、デスクトップ左下のスタートボタン   をクリックし、 

表示されたメニューのアカウントアイコン  をクリックし、「サインアウト」をクリックする。 

 

 

 

注意； 

仮想デスクトップは毎日、夜間に初期化されます。夜間はご利用いただけない場合がありますので

ご注意ください。また使用後は必ずログオフして下さい。 


